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ざ

ま

群
軒

ト

十二橋の架け替えは今年

度で調査 を終 え、明春、着

工のはこびとなり
い
ました。

十二湖をまたぐ全長 395

メー トルの木橋は、34年 に

完成。西北 両郡

を結 ぶ ミ
夢 の か

け橋 、 と して デ

ビュー しま した。

しか し、15年 た

交通量 がふ える

につ れて補修 に

補修 をか さね、

3ト ン制限の オ

ンポロ橋 とな り

ま した。

県の計画で は

長 さ 250メ ー ト

ルで直線 に し、

全幅 5メ ー トル、

両側 に1.5メ ー トルの 歩 通

を設 けます が、総 工 費は、

約 5億円 を見込み、国体 が

開 かれ る52年 に完成 が予定

されて い ます。

それ に して も、長 い こと

観光客 に親 しまれて きた橋

だ けに、 この ままと り残 し

て観 光 に役立ててほ しい と

い う声 もでて います。

観
光
用

に
保
存

の
声
も
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昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
四
十
九
年
度

ま
で
、
四
年
分
の
建
設
事
業
を
ま
と
め

て
祝
う

「総
合
落
成
記
念
式
典
」
は
、

八
日
午
前
十
時
か
ら
十
二
小
学
校
体
育

館
に
関
係
者
約
二
百
人
を
集
め
て
行
わ

れ
ま
し
た
９

式
典
は
先
ず
、
白
川
村
長
が

「文
教
施
設
を
は
じ
め
多
く
の

建
物
が
出
来
た
が
、
落
成
式
の

機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
ま
と
め
て ―

毀
Ｎ

Ｉ
や
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
い

さ
つ
。
二
重
助
役
の
工
事
経
過

報
告
の
あ
と
、
設
計
者
と
施
ェ

者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

午
後
は
祝
宴
に
移
り

「十
三

の
砂
山
踊
り
」
「坊
さ
ま
踊
り
」

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

（設
計
者
）

●
森
京
助
建
築
事
務
所
　
森
京

助

⌒市
浦
中
）
●
前
田
建
築
設

計
事
務
所
　
前
田
栄

（太
田
小

屋
体
、
十
二
小
）
●
岡
建
築
設

計
事
務
所
　
大
学
巌

（脇
元
小

）
●
佐
藤
設
計
事
務
所
　
佐
藤

岩
夫

（教
員
住
宅
、
磯
松
公
民

館
、
郷
土
資
料
館
）
●
明
円
設

計
株
式
会
社
　
明
円
利
夫

（脇

元
簡
易
水
道
）
●
一
級
建
築
士

中
居
松
男

（会
議
室
、
相
小
、

太
田
小
プ
ー
ル
）

（施
工
者
）

●
奥
村
工
務
店
　
奥
村
衛

（市

浦
中
、
寄
宿
舎
）
●
東
海
興
業

中
西
小

一
（脇
小
）
●
巴
組

野
沢
亨

（脇
小
屋
体
、
十
二
小

）
●
相
内
建
設
工
業
所
　
島
津

サ
ミ

（太
田
小
屋
体
、
郷
土
資

料
館
）
●
中
居
工
務
店
　
中
居

力
男

（教
員
住
宅
）
●
北
海
土

木
工
業
　
勝
木
正
昭

（脇
元
簡

易
水
道
）
●
相
川
工
務
店
　
相

川
忠
利

（役
場
会
議
室
）
●
角

谷
建
設
　
角
谷
信
治

（十
二
湖

休
け
い
所
）
●
相
川
建
設
　
相

川
惣
作

（教
員
住
宅
）
●
ス
チ

ー
ル
エ
業
　
相
内
新
造

（相
小

プ
ー
ル
）
●
黒
川
建
設
　
黒
川

松
之
進

（磯
松
公
民
館
）
●
成

田
建
設
　
成
田
長
代

（太
田
小

プ
ー
ル
）

四
年
分
の
建
設
事
業
は
、
四

　

と
鉄
骨
づ
く
り
四
百
四
十

一
平

十
六
年
八
月
に
完
成
し
た
統
合

　

方
層
の
体
育
館
を
ふ
く
め
、
総

中
学
校
を
は
じ
め
、
四
十
七
年

　

事
業
費
は

一
億
二
千
百
万
円
で

五
月
に
落
成
し
た
脇
元
小
、
太

田
小
体
育
館
、
さ
ら
に
教
員
住

宅
、
相
内
小
、
太
田
小
の
プ
ー

ル
な
ど
十
五
の
施
設
で
す
。

な
か
で
も
四
十
四
年
か
ら
三

年
が
か
り
で
完
成
を
み
た
市
浦

中
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
て
、
の
べ
二
千
七
百
九
十

二
平
方
厨
の
モ
ダ
ン
な
Ｈ
字
型

校
舎
で
、
屋
内
体
育
館
、
寄
宿

舎
を
合
せ
二
億
。一
千
百
三
十
万

円
を
要
し
、
文
教
施
設
建
設
の

さ
き
が
け
と
な
り
、
も
っ
と
も

大
が
か
り
な
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
十
五
施
設
の
な
か
で

い
ち
ば
ス
新
し
い
の
は
、
七
月

に
完
成
し
た
十
三
小
学
校
で
す

が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
て
、
千
五
百
平
方
厨
の
校
舎

四年分まとめて行われた総合落成記念式典

除
雪
に
ご
協
力
を

は
、
そ
の
部
　
　
ぃ
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

分
だ
け
除
雪
　
　
雪
の
ま
た
出
し
は
や
め
て

で
き
ま
せ
ん
　
　
く
だ
さ
ぃ
。

き
び
し
い
冬
の
訪
れ
と
共
　
　
し
夜
間
作
業
が
多
い
の
で
大
　
▽
路
上
で
自
動
車
が
故
障
し
、

に
、
県
も
村
も
除
雪
対
策
に
　
　
変
支
障
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
運
行
で
き
な
く
な
っ
た
と

▽　　　　̈一　　　　　　▽

村
民
の
み
な
さ
ん
も
、
つ
ぎ
　
　
な
い
で
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
▽
除
雪
後
、
両
側
に
寄
せ
ら
れ
　
　
　
（電
話

一
・
四
四

番
）

▽
道
路
上
に
自
動
車
、
リ
ヤ
　
　
た
雪
が
ふ
た

】メ
轟
製
齢
韓　
鵠
雛
“　
冬
は
す
ぐ
そ
こ
に
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「ボ
ク
た
ち
の
力
で
美
し
い
浜
を
と
り
も
ど
そ
う
」
と
、
脇
元
小
学
校
の

よ
い
子
た
ち
が
、
校
外
活
動
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
た
海
岸
線
の
清
掃
運
動

が
み
と
め
ら
れ
、
十
二
日
、
竹
内
知
事
、
補
美
県
観
光
連
盟
会
長
、
自
川
村

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ご
ほ
う
び
に
野
球
と
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

運
動
具

一
式
も
贈
ら
れ
、
チ
ビ

ツ
子
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。県

と
観
光
連
盟
で
は
昨
年
か

ら
、
観
光
地
の
美
化
運
動
を
呼

び
か
け
、
美
化
運
動
に
参
加
し

た
優
良
団
体
を
表
彰
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
と
し
は
県
内
か
ら

四
十
五
団
体
が
推
せ
ん
さ
れ
、

そ
の
な
か
か
ら
特
に
す
ぐ
れ
た

十
二
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

脇
元
小
の
清
掃
活
動
は
四
年

前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
と
し
は
七
月
十
二
日
、

三
年
生
以
上
百
二
十
人
が
出
て

磯
松
と
脇
元
海
岸

一
帯
を
清
掃

海
岸
は
シ
ケ
の
た
び
ご
と
に

寄
せ
つ
け
ら
れ
る
ゴ
ミ
や
心
な

い
人
た
ち
が
捨
て
た
ゴ
ミ
で
い

っ
ば
い
で
し
た
が
、
燃
え
る
も

の
は
そ
の
場
で
焼
き
、
燃
え
な

い
も
の
は
袋
づ
め
に
し
て
収
集

車
に
運
び
、
も
と
の
き
れ
い
な

浜
を
と
り
も
ど
し
ま
し
た
。

表
彰
の
十
二
日
は
、
県
知
事

と
観
光
連
盟
会
長
代
理
と
し
て

平
田
県
観
光
課
長
が
お
と
ず
れ
、

感
謝
状
と
野
球
、
パ
レ
ー
ボ
ー

コ
え

　

イ

た
　
テ

叙

記
匡

自
治
功
労
者
の
叙
勲
記
念
祝

賀
会
は
十

一
月
二
日
、
磯
松
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
叙
勲
を
う
け
た
安

保
善
次
郎
さ
ん
、
葛
西
鋭
美
さ

ん
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
四
十

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
先
ず

白
川
村
長
、
木
村
村
議
会
議
長

か
ら

「長
い
問
地
方
自
治
の
振

興
に
つ
く
さ
れ
た
功
績
は
大
き

い
。
こ
れ
か
ら
も
村
勢
発
展
の

た
め
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
叙
勲
者
を

代
表
し
て
安
保
善
次
郎
さ
ん
が

「
こ
れ
と
い
っ
た
功
績
も
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
長
い
こ
と
地

、

ル
の
運
動
具

一
式
を
児
童
会
長

　

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
山
田
恵
美
子
さ
ん
に
贈
り
、
　
　
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」

児
童
を
代
表
し
て
葛
西
由
佳
さ
　

と
、
ぉ
礼
の
こ
と
ば
が
の
べ
ら

ん
か
ら

「ご
ほ
う
び
を
い
た
だ

　

れ
ま
し
た
。

方
自
治
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
が

叙
勲
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
微
力
を
つ

く
し
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば

を
の
べ
ま
し
た
。

続
い
て
祝
宴
に
移
り
、
参
会

者
の
余
興
が
出
る
な
か
で
、
終

始
な
ご
や
か
な

一
日
を
お
く
り

ｏ
安
保
書
次
郎
さ
ん
＝
四
十
七

年
四
月
二
十
九
日
、
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
受
章

ｏ
葛
西
鋭
美
さ
ん
＝
四
十
九
年

四
月
二
十
九
日
、
勲
六
等
単

光
旭
日
章
を
受
章

感謝状 をうける児童会長の山田恵美子 さん

ご
ほ
う
び
に

野
球
用
具
一
式

ゴ ミ集 めに懸 命 だ ったよい子 たち

勲章 を胸 に安保 さん (左 )と 葛西 さん (右 )



⑤

中
卒
就
職
生
か
ら
の
た
よ
り

大ゴ
「話
轟
響
見
　
」
Ｆ
」
轟
鶴
譜
″

故
郷

の
み
な

さ
ん
、
お
元
　
　

送

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
優

気

で
し

ょ
う

か
。
私
も
大
阪

　

　

し
く

し

て
く
れ

る
寮

の
先
生

羊

媛
９
と

元
気

で
が

ん
ば

っ
て
ま
す
　
会
じ
彙
怠

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
ｏ

初
め
の
う
ち
は
、
仕
事
が
　
　
や
先
輩
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
　
　
　
お
母
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の

ぅ
ま
く
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
　
　
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
私
を
見
て
い
て
く
だ
さ
い
。

心
配
で
し
た
が
、
も
う
大
文
　
　
　
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

　

亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
も
き

夫
。
仕
事
に
も
慣
れ
、
お
友
　
　
五
年
間
が
ん
ば
り
抜
き
、
立
　
　
っ
と
私
を
見
守
っ
て
い
て
く

だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
　
　
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
故
郷

　

れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
…
…
。

些鳥
=方

にも慣れたとぃぅ

き
び
し
い
冬
を
前
に
お
か

ら
だ
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

つ
け
、
元
気
な
毎
日
を
お
く

っ
て
く
だ
さ
い
。
私
も

一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
ｃ

で
は
、
故
郷
の
み
な
さ
ん
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奈
良
千
草
さ
ん

冥
田
生

一
一級
に

第
３８
回
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

▽
二
級
　
奈
良
千
草

（太
田

小
）▽

三
級
　
山
崎
広
輝

⌒相
内

小
）
土
岐
よ
し
子

（太
田
小
）

葛
西
時
江
子

（脇
元
小
）

▽
四
級
　
成
田
栄
子
、
角
田

紀
子

（相
内
小
）
梶
浦
な
み
子

豊
島
洋
子

（市
浦
中
）
奈
良
ち

ど
り
、
木
村
香
世
子
、
奈
良
緑

（太
田
小
）
宮
崎
綾
子
、
清
野

貴
子
、
成
田
加
世
子
、
本
荘
由

加
里

（十
三
小
）
工
藤
綾
子
、

三
上
智
子
、

Ｊ
ｒ
ゆ
り
子
、
櫛

―

餓
Ｎ

Ｉ

引
若
子
、
櫛
引
ま
き
子
、
和
島

利
息
子

（脇
元
小
）

▽
五
級
　
柿
崎
寿

一
、
青
山

孝
治
、
工
藤
正
子
、
糸
谷
直
子

山
田
司
美
子

（相
内
小
）
木
村

ゆ
み
子
、
武
田
広

一
、
山
本
恵

美
子

（太
田
小
）
相
坂
美
智
子

相
川
息
子
、
珈
納
美
香
子

⌒十

二
小
）
成
田
睦
子
、
山
田
ま

ゆ
み
、
和
島
裕
子
、
三
上
順
治

今
康
子
、
伊
南
杉
子

（
脇
元

小
）▽

六
級
　
村
山
恭
輝
、
三
和

智
息
子
、
飯
田

一
彦
、
佐
藤
友

昭
、
工
藤
実
洋
、
松
本
理
恵
、

奈
良
佳
子
、
三
和
真
知
子
、
村

山
み
ゅ
き
、
山
田
千
里

（相
内

小
）
丸
山
正
文

（太
田
小
）
清

野
篤

（十
二
小
）
葛
西
早
人
、

新
岡
恵
理
子
、
三
上
龍
治
、
石

沢
信
司
、
葛
西
照
栄
、
高
西
美

也
子

（脇
元
小
）

▽
七
級
　
川
村
洋
子
、
新
岡

初
江
、
九
山
靖
子

（相
内
小
）

木
村
好
伸
、
田
中
由
美
子
、
奈

良
孝
幸

（太
田
小
）

▽
八
級
　
成
田
容
子
、
山
田

美
智
子
、
村
井
憲

一
、
柏
谷
孝

子
、
成
田
章
子

（相
内
小
）
植

野
あ
つ
子

（太
田
小
）
大
沢
丈

徳

（十
二
小
）
新
岡
俊
司
、
新

岡
幸
充
、
出
田
真
知
代
、
中
畑

圭
子
。
⌒脇
元
小
）

⌒写
真
＝
検
定
試
験
会
場
）

‐

連 載

美
観
を
そ
こ
ね
る
も
の

工
藤
章
二
郎
さ
ん

（
６０
）
十
二

十
二
湖
の
景
観
を
害
す
る
も
の
が
ゃ
た
ら
と

目
に
つ
く
。

湖
畔
の
ど
ま
ん
中
に
し
尿
処
理
場
が
そ
び
え

立
ち
、
観
光
客
に
聞
か
れ
て
も
返
答
の
し
よ
う

が
な
い
。
お
客
さ
ん
が
食
べ
た
シ
ジ
ミ
も
魚
も

十
二
湖
か
ら
と
れ
た
も
の
だ
か
ら
―
。
こ
の
う

え
は
、
処
理
水
を
湖
へ
流
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

次
に
破
船
や
廃
船

は
写
真
家
や
絵
か
き

の
題
材
に
は
な
っ
て

も
、
美
観
を
そ
こ
ね

る
ば
か
り
。
適
切
な

処
置
を
の
ぞ
む
。

小

さ

な

親

切

―

木
村
　
房
子
さ
ん

（
２４
）
太
田

現
代
人
は
非
常
識
だ
と
か
心
が
な
い
な
ど
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
時
々
車
内
で
さ
わ
や
か
な
出

合
い
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夏
、
野

球
帰
り
の
少
年
十
数
名
が
ど
っ
と
乗
り
こ
み
、

車
内
は
騒
々
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

少
年
た
ち
、
各
駅
で
乗
り
降
り
す
る
お
年
寄
り

や
乗
客
に
進
ん
で
席
を
ゆ
づ
っ
て
あ
げ
る
の
で

す
。
こ
の
好
意
は
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
仲
間

理
解
し
て
い
る
た
め

で
し
ょ
う
か
。

小
さ
な
親
切
は
社

会
を
あ
た
た
か
く
包

み
ま
す
。
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″お
待
た
せ
し
ま
し
た
″

一
月
か
ら
五
年
年
金
を
支
給

人
は
四
十
五
年

一
月
に
加
入
し

た
明
治
四
十
二
年

一
月

一
日
以

後
に
生
れ
た
人
で
こ
と
し
の
十

二
月
分
ま
で
五
カ
年
間
保
険
料

を
納
め
終
っ
た
か
た
は
、
来
年

の
一
月
に
年
金
の
請
求
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
四
十
五
年
二
月
以
降

に
加
入
し
た
人
や
明
治
四
十
二

年

一
月
二
日
以
後
に
生
れ
た
か

た
は
来
年
二
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

五
年
年
金
を
う
け
る
権
利
が
で

て
き
ま
す
。

年
金
を
う
け
る
手
続
き
は
、

役
場
の
窓
口
に
備
え
つ
け
て
あ

る

「老
令
年
金
裁
定
請
求
書
」

に
国
民
年
金
手
帳
の
記
号
番
号

や
支
払
い
を
希
望
す
る
銀
行
、

郵
便
局
名
な
ど
を
記
入
し
民
生

課
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
五
年
分
の
保
険
料
を

納
め
て
い
ま
せ
ん
と
、
年
金
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
い
ま
い
ち
ど
納
め
忘
れ
が

な
い
か
ど
う
か
お
調
べ
に
な
っ

手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
係
ヘ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

堵
ミ
ー
、
１
１
１
１

，
１
１
１
主
主
１
１
１

　̈
　
農
産
物
と
肉
用
牛
の
共
進

会
は
九
日
、
十
日
の
二
日
間

金
木
高
校
相
内
分
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

農
産
物
は
五
十
五
点
、
肉

用
牛
は
二
十
四
頭
の
出
品
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
つ
ぎ
の

▽
金
賞
＝
岡
本
其

太
郎

（玄
米

・
ム
ツ

ニ
シ
キ
）

▽
金
賞
＝
三
上
二

美
子

（赤
カ
プ
）

▽
銀
賞
＝
柏
谷

一

郎

（玄
米

・
下
北
）

三
和
幸
夫

▽
県
畜
連
会
長
賞

。
金
賞
＝
越
野
与
三

郎
▽
西
北
五
家
畜
衛

生
推
進
協
会
長
賞

・

金
賞
＝
小
野
寺
留
治

岡
恒
夫

（審
査
報
告
）

●
農
産
物
＝
品
質
を
高
め

る
た
め
に
は
、
土
壊
づ
く
り

が
基
本
と
な
り
ま
す
。
出
品

物
の
多
く
は
土
壊
改
良
が
必

要
で
す
。

:き 貪▽蜜▽震だ■

一　
　
待
ち
に
待
っ
た
五
年
年
金
の
支
給
が
来
年
　
一

一
　

一
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

五
年
年
金
は
、　
　
人
た
ち
に
一
人
で
も
多
く
、
老

国
民
年
金
が
で
き
　

齢
年
金
を
う
け
て
も
ら
う
た
め

た
と
き
、
希
望
加

　

四
十
五
年

一
月
か
ら
六
月
ま
で

入
し
な
か
っ
た
明

　

も
う
い
ち
ど
加
入
の
機
会
を
つ

治
二
十
九
年
四
月

　

く
っ
た
制
度
で
本
村
で
は
四
十

二
日
か
ら
明
治
四

　

人
の
か
た
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

一
十
四
年
四
月

一
日
　
　
　
こ
ん
ど
、
は
じ
め
て
の
五
年

ま
で
に
生
ま
れ
た

　

年
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る

埴重
会 物

農 た
産 が
物 た: IttI:層 r

田 区 ツ ‖ 部 入
チ 農 ホ 小

V賞
ヨ 改 ナ 笠  し
工 普 ミ 原  ま
⌒ 協

V金  し
自 議  道  た

県
知
事
賞

に

▽
同
＝
三
和
広
子

（

大
根
）
▽
同
＝
佐
藤

智
儀
男

（小
豆
）
▽

同
＝
三
上
修
司

（な

め
こ
）

⌒肉
用
牛
の
部
）

▽
知
事
賞

・
金
賞

▽
銀
賞

一
席
＝
村

元
則
美

▽
銀
賞
二
席
＝
山

田
清
作

▽
銀
賞
三
席
＝
葛

西
金
太
郎

▽
銀
賞
四
席
＝
新

●
肉
用
牛
＝
お
お
む
ね
良

好
で
す
が
、
体
の
深
さ
、
幅

の
伸
び
に
欠
け
て
い
ま
す
。

ま
た
放
牧
中
の
子
牛
に
は
濃

厚
飼
料
の
給
与
を
考
え
る
べ

き
で
す
。

⌒写
真
＝
出
品
さ
れ
た
肉
用
牛
）

け

い
光
灯
の
寿
命
は
―
―

普
通
の
電
球
な
ら
芯
が
切
れ

て
寿
命
で
す
が
、
け
い
光
灯
は

芯
が
切
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な

い
わ
け
で
す
。
普
通
の
電
球
で

一
、
○
○
○
時
間
、け
い
光
灯
で

七
、
〇
〇
〇
時
間
く
ら
い
点
灯

す
る
と
、
明
る
さ
が
落
ち
て
き

ま
す
の
で
取
り
替
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

切
れ
な
い
か
ら
と
後
生
大
事

に
い
つ
ま
で
も
使
っ
て
い
る
家

庭
も
あ
り
ま
す
が
、
無
駄
な
電

力
を
消
費
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
も

効
め
が
薄
く
な
っ
た
も
の
は
取

り
替
え
ま
し
ょ
う
。
け
い
光
灯

が
ひ
ん
ば
ん
に
点
減
し
た
り
、

両
端
が
黒
ず
ん
で
き
た
ら
寿
命

で
す
。

な
お
ス
イ
ッ
チ
の
パ
ネ
の
も

ど
り
が
悪
く
な
っ
た
ら
ミ
シ
ン

油
を
差
し
て
や
る
と
直
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
お
試
し
く
だ
さ

小
笠
原
金
道
さ
ん

（玄
米
）

三
和
　
幸
夫
さ
ん

（肉
牛
）
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サ ラリーマ ンの所得税 は、二 年間

に支給 された給料 やボーナスの収入

金 額 から、給与所 得控 除額 を差引 い

r所得 を算 出 し、 これか ら
ヽ
基礎控 除、配偶 者控除、扶  サ

養控 除等の所得控 除を差 引  ラ

撃
ilI:「[I[ili ll

スの支給の際に源泉徴収さ マ

れますが、これはあくまで ン

:[髪墓:::::」 i
が生 じるため、 その年最後

の給与 が支払 われ る際 に年末調整 が

行 われ ます。

なお、災害 にあ って雑損控 除、医

療費控 除、住宅取得控除 を受 け られ

る人 などは確定 申告 を して税金 の還

らmmmm mm叩 ‖mm“ mm“ mm"血
“第99号 (6)mm"mmm‖

例
年
、
雪
道
や
凍
結
し
た
道
路
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
の
た

め
自
動
車
の
正
面
衝
突
や
追
突
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
ぶ
き
の
た
め
に
運
転
席
の
視
野
も
せ
ま
く
な
り
、

前
方
の
見
通
し
が
困
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
思
わ
ぬ
場
所
で

歩
行
者
を
死
傷
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

動
車
や
バ
イ
タ
を
運
転
す
る
と

き
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
交

通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
雪
道
で
は
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
を
つ
け
る
か
、
ス
ノ
ー
タ

イ
ヤ
を
使
用
す
る
こ
と
、
特
に

凍
結
し
た
道
路
で
は
ス
ノ
ー
タ

イ
ヤ
は
あ
ま
り
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
タ
イ
ャ
ー
チ
ェ
ー

ン
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ
レ
ー

キ
は
ス
リ

ツ
プ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
プ
レ
ー
キ
を

併
用
し
な
が
ら
、
徐
々
に
減
速

徐
行
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
で

す
。▽

常
に
道
路
に
合
う
よ
う
な

安
全
速
度
で
運
転
す
る
こ
と
。

▽
ス
リ
ツ
プ
に
よ
る
追
突
事

故
防
止
の
た
め
、
車
間
距
離
は

夏
の
と
き
よ
り
も
、
倍
く
ら
い

▽
思
わ
ぬ
路
外
脱
輪
等
に
そ

な
え
て

「
ス
コ
ツ
プ
」

「
っ
る

は
し
」

「む
し
ろ
」

「土
砂
」

等
を
携
行
す
る
こ
と
。

▽
踏
切
り
で
は
積
雪
や
ふ
ぶ

き
の
た
め
、
左
右
の
確
認
が
め

ん
ど
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
停
止
し
て
夏
分
よ
り
長
い
時

間
を
か
け
て
左
右
の
安
全
を
確

認
す
る
こ
と
。

目

□

▽
雪
の
た
め
道
幅
が
せ
ま
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
帽
子
や

ず
き
ん
な
ど
を
か
ぶ
っ
て
い
る

の
で
、
音
に
聞
き
の
が
し
が
あ

り
ま
す
。
右
側
い
っ
ぱ
い
に
寄

り
、
前
ば
か
り
で
な
く
後
ろ
の

方
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

スリップ事故をな〈しよう

Ｉ
Ｑ
村
―

雪
道
や
凍
結
し
た
道
路
で
自
　
　
多
く
と
る
こ
と
。

基ノ
一
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
保
育

所
付
近
を
三
、
四
匹
の
大
が

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
ま
す
。
白

い
大
き
な
犬
で
す
。

私
の
子
ど
も
を
は

じ
め
、
保
育
所
の
幼

児
た
ち
は
こ
の
犬
が

こ
わ
く
て
保
育
所
に

行
か
な
い
と
い
う
の

で
す
。

や
む
を
得
ず
保
育

所
ま
で
送
？
て
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
が

帰
り
道
、
子
ど
も
が

あ
の
大
に
追
い
か
け

ら
れ
て
は
し
ま

い
か
と

が
か
り
で
す
。

役
場
の
民
生
課
で
は
、

の
放
し
飼
い
は
絶
対
や
め

よ
う
に
―
と
、
機
会
あ
る

と
に
注
意
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
私
が
役
場
の
係
り
に

苦
情
を
言
っ
た
と
こ
ろ
で
ラ

チ
が
あ
き
ま
せ
ん
。

首
輪
の
つ
い
て
い

る
犬
も
い
ま
す
の
で

た
ぶ
ん
、
飼
わ
れ
て

い
る
犬
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
飼
い
主

の
か
た
は
も
っ
と
も

っ
と
犬
を
飼
う
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
は
、
放
し
飼

い
を

や
め
れ
ば
よ

い
と

い

う
も
の
で
な
く
、
愛
情
の
あ

る
飼

い
か
た
が
先
決
だ
と
考

え
ま
す
。（相

内
・
母
親
Ａ
子
）

ご、る 犬

犬の放し飼いはやめて

納
税
は
　
納
期
内
に

個
人
事
業
税
　
第
二
期
分
の
納
期
限
は

十

一
月
二
十
日

納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組
合
を
通
し
て
納
め
ま
し
ょ
う



保
母
試
験
を
受
け
る
か
た
の

た
め
に
次
の
と
お
り
講
習
会
を

開
き
ま
す
。

・
と
き
　
十
二
月
二
日
―
六

日
ま
で

・
と
こ
ろ
　
青
森
市
橋
本

一

丁
目
、
教
育
会
館

●
申
込
み
先
　
青
森
市
千
刈

四
丁
目
、
こ
ど
も
の
く
保

育
園
内

「保
母
受
験
講
習

会
事
務
局
」

・
申
込
み
期
日
　
十

一
月
二

十
五
日
必
着
の
こ
と

土
地
を
売
っ
た
場
合
や
家
を

建
て
た
と
き
の
税
金
は
ど
う
な

る
か
、
贈
与
税
の
計
算
は
…
な

ど
、
税
金
に
つ
　

のヽ
相
談
に

お
答
え
す
る
た
め
、
税
務
署
で

は
毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十

五
日
を

「税
の
相
談
日
」
と
し

て
、
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち

し
て
ぃ
ま
す
。
住
所
や
名
前
を

明
か
さ
ず
相
談
で
き
ま
す
か
ら

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（税
務
署
）

よ
そ
の
人
に
印
鑑
を
持
参
さ

せ
て

「印
鑑
証
明
書
」
を
請
求

す
る
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
証

明
書
は
、
家
督
相
続
や
金
銭
貸

借
に
使
用
さ
れ
る
重
要
な
書
類

で
す
か
ら
必
ら
ず
本
人
の
手
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
そ
の
人
に
請
求
さ
せ
る
と

き
は
、
委
任
状
が
な
け
れ
ば
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

万

一
の
交
通
事
故
に
そ
な
え

て
、　
一
日

一
円

（年
額
三
百
五

十
円
）
で
大
き
な
補
償
の
交
通

災
害
共
済
へ
加
入
し
ま
し
よ
う
。

毎
日
、
役
場
と
出
張
所
の
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

支
払
わ
れ
る
見
舞
金
は
、
死

亡
五
〇
万
円
、
治
療
日
数

一
八

○
日
以
上
二
〇
万
円
、
九
〇
日

以
上

一
八
〇
日
未
満
五
万
円
、

九
〇
日
未
満
二
万
円
等

で
す
。

国

里

収
穫
も
終
り
、
出
か
せ
ぎ
に

出
か
け
る
か
た
も
多

い
と
思

い

ま
す
。

出
か
せ
ぎ
先
で
は
た

い
て
い

厚
生
年
金
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、
国
民
年
金
を

一
時
中
断
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

や
め
る
手
続
き
を
し
て
か
ら
お

出
か
け
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

両
方
に
入

っ
て
い
て
も
、
片

方
か
ら
し
か
年
金
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
し
、
あ
と
で
か
け
金
を

お
返
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て
も

手
続
き
が
め
ん
ど
う
で
す
。

お
で
か
け
に
な
る
前
に
、
年

金
係

に
も
顔
を
み
せ
て
く
だ
六
・
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日
の

言苗
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泉表

商
工
会
が
行
な
っ
て
い
る
　

ろ
ば
ん
に

珠
算
検
定
試
験
で
は
こ
れ
ま

　

も
よ
い
。

で
、
村
内
の
小
学
校
で
は
初
　
　

県
ス
キ

め
て
と
い
う
Ｊ
一級
合
格
言

　
　
員
の
資
格

二
人
を
ふ
く
め
、
毎
回
大
量
　
　
マ
ン
で
も

の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
　
　
町
鳥
居
野

本
人
の
手
で
請
求
を

秀ιttriょ
魏
が

び
た
そ

節
約
豪

動

聴

「小
規
模
校
の
偏
見
を
な
く

す
る
に
は
、
ど
ん
な
形
で
も

よ
い
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
自

信
を
持
た
せ
る
こ
と
だ
と
考
　
　
　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代

ぇ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
　
　
に
そ
ろ
ば
ん
は
必
要
な
い
た

そ
ろ
ば
ん
は

一
人
ひ
と
り
の
　
　
ぃ
ぅ
声
を
耳
に
し
ま
す
が
、

能
力
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
　
子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
を
養

こ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
自
信
　
　
な
う
に
は
そ
ろ
ば
ん
が

一
番
。

に
つ
な
が
つ
て
い
る
と
思
い
　
　
そ
れ
に
卓
上
電
算
機
が
各
家

ま
す
。

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
に
導
入
さ
れ
る
の
は
遠
い

一
見
、
固
い
感
じ
を
受
け
　
　
先
の
話
で
す
か
ら
―
。

」

る
が
、
話
す
ほ
ど
に
明
る
さ
　
　
　
複
式
学
級
を
ふ
く
め
四
学

級
、
在

思

拷

力

を

高

め

る

珠

算

囃
肝

が
増
し
、
く
っ
た
く
の
な
い
　

小
規
模
校
で
も

″や
れ
ば
で

人
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
き
る
″
と
い
う
可
能
性
を
そ

商
工
会
が
行
な
っ
て
い
る

　

ろ
ば
ん
に
託
し
た
と
い
っ
て

珠
算
検
定
試
験
で
は
こ
れ
ま

　

も
よ
い
。

で
、
村
内
の
小
学
校
で
は
初
　
　
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導

め
て
と
い
う
Ｊ
一級
合
格
言

　
　
員
の
資
格
を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ

ニ
人
を
ふ
く
め
、
毎
回
大
量
　
　
マ
ン
で
も
あ
る
。
中
郡
岩
木

の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
　
　
町
鳥
居
野
出
身
、
青
師
卒
。
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十

三

浦

の
鯨

供

養

内

英

太

郎

て
て
押
し
寄
せ
た
鯨
に
領
民
は

た
だ
た
だ
驚
き
の
目
を
見
張
り
、

浜
は
時
な
ら
ぬ
人
、
人
、
人
の

波
で
ご
っ
た
返
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

あ
た
か
も
こ
の
年
は
大
き
き

ん
で
、
領
民
は
食
う
や
食
わ
ず

の
毎
日
を
送
っ
て
い
た
矢
先
と

ぁ
っ
て
、
百
四
十
頭
の
鯨
は
た

だ
ち
に
解
体
さ
れ
、
肉
は
近
郷

近
在
の
人
た
ち
に
配
ら
れ
ま
し

山

建
仁
元
年

（
三
〓
）
七
月
十

一
日
、
奥
州

。
東
日
流

（
つ
が

る
）
十
二
浦
に
百
四
十
頭
の
鯨

が
迷
い
込
み
、
海
上
は
さ
な
が

ら
林
立
す
る
噴
水
の
よ
う
に
潮

が
吹
き
上
げ
ら
れ
、
壮
観
そ
の

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

や
が
て
、
こ
の
鯨
の
大
群
は

勢
い
余
っ
て
砂
浜
に
の
し
あ
が

っ
た
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
現

象
が
起
き
た
の
か
神
な
ら
ぬ
者

の
知
る
由
も
な
く
、
波
を
け
た

飢
え
に

あ
え
ぐ
領

民
は
大
変

よ
ろ
こ
び

鯨
肉
を
食

っ
て
飢
え

を
し
の
ぎ

秋
の
実
り

を
待

っ
た

と
で
す
。

人
々
は

こ
れ
を
神

の
恵
み
と

し
て
あ
が

め
毎
年
十

月
十
七
日

十
二
浦
の
浜
で

「鯨
供
養
」
を

盛
大
に
行
う
な
ら
わ
し
と
な
り

そ
し
て
、
唐
崎

（中
里
町
今

泉
）
の
保
食

（う
け
も
ち
）
宮

境
内
に

「鯨
神
堂
」
が
建
て
ら

れ
、
人
々
を
飢
え
か
ら
救
っ
た

神
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
い
ま
に
の
こ
る

太
田
の
保
食
神
社
は
そ
の
名
残

浜
明
神
の
祭
り
は
七
月
四
日

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
と
り
た
て
の
生
き

た
大
鯛
を
器

（う
つ
わ
）
に
の

せ
て
御
神
楽
を
し
、
こ
れ
を
海

に
放
し
ま
す
。
生
き
て
泳
げ
ば

豊
漁
で
、
死
ん
だ
と
き
は
不
漁

と
い
わ
れ
、
こ
の
神
事
は
す
ば

や
く
行
う
の
が
大
切
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
出
陣
や
戦
謀
の
と
き

も
こ
の
方
法
を
用
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
出
船
の
安
否
、

海
上
の
安
全
に
も
行
う
の
を
常

伝
説
と
は
い
っ
て
も
、
い
ま

で
も
こ
れ
に
似
た
祭
事
が
各
地

に
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

―

〓
Ｒ

Ｉ

いまにのこる太田の保食神社

面載「お誕生

櫛
引
　
晴
子

（脇
元
）
洋
逸

中
居
　
英
寛

（十
三
）
松
男

佐
藤
　
香
織

（相
内
）
進
吾

鳴
海
　
　
忍

（太
田
）
善
吉

和
島
　
正
広

（磯
松
）
勇
喜
雄

中
村
　
　
司

（脇
元
）
清
司

一前̈〕ご結婚

（猫橋　律奇
一鵬　時一

（嗣掛嵐崎報

（峰制　光癬

（理鵜扶鶏嘉

（呻耐ひ狂術

（麒日谷ノ、栄端子（（金桂嚇一

（隷帥ひさ十
一尋田「）

（疇嗣　際「
一卸海』一

（”師千は制
一脚　瀾一

Ａ口一圏一田一□Ｕ

小
山
内
多
平

（十
三
）
５７
歳

小
倉
　
勝
義

（十
三
）
４５
歳

小
倉
　
正
彦

（十
三
）
１６
歳

青 十  青 十  東 相  山 相

森 三  森 三  京 内  形 内

（卿椰谷は粥
一蹴　制一

（中研　卿諺
一計所に貯）

（続回　薪ほ
一機　卦一

（卦蟻　書利
一十柏に一

（一戸　時摯
五 弘
所
川 前
原
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